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下水道はとんなに役立ちます。差し押さえ不動産の公売

明日。醤えると家のやのいや伸、内くなり市では酬吋五円困るため穫し押さえ1

必司ド僻りや幼児でも安dむして.ぇ+脅迫な生白書が，，(れます.ヌド胎査の公売を行います.
O 

同時開から時制世的に岨し間痢の糊.醐酎"甫役 所 収 閥 へ 問 い 合 わ 引 く

である肘ハエ暗封附.すので副同時しい町になださい.

ります.附 4日伽.前3冊 、t榊 主幹を1Iと
柑水L傘下水処理婦できれいぷ処，醤れてから 川へ放流し

ますので 河川がよみがえ句 ます.
市役所..，酬"会髄Iところ1

下水着のもつ酬をはたすため くみ取り酬は 岬 附
出現湘 刑 マJ ン冒ノ専有.分と".・

に水渡航紬しで〈ださい.し尿浄化欄も河川l岬防
所在旭…奈良市改革刷培地 1

止 の 悼 す み や かl廃止し四一f*il"-N!酎る工事を.遺一飯島コンク "ート遺6階建

行勺てくだきい.尊師ト居宅 "岡崎) η " .

市ではくみ取りえや格化槽弐の

健所を..健所に改造する・合

助成金明度 量復制置を般げてい

団(刷)円四 2131.12 rrI 

(持分3醐"分の121.1)

〈わ"俗市役所下水道管ます.

現艇鴻納4雪"納観された励金 公売を取りやめるこ

とがあ町ます.

理霞へ問い合わせて〈だ~ ". 

制 ιみ
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岡
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ソ
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ソ
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ソ
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華
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.，属医スポ ツのつどい

在学同の人も省参加できますので 積場やげ クルで

が必要.

・醐醐…午前1岬 B 小融行.

| ~ 話量7ツ ト
小学肘ミユパスゲヲ同-，崎町 1!::U細

しよう，ずるチーム.，チーム山0人以上で酎.

>1隆俊開始 午櫛9時.

111九九木刊号コ ト剛
中学盆以上の勢 女各グプルスでト ーナメント J略

式.前開までの市民体育大会パスト 8，'1府民スポーγ

のつどいベスト 4な2どの経験宥やこれら以上ド相当す

る人は移加できまぜん..合まま{グ μロゾププ牟 ー

ト イエロニュポル，.，を省E狩SのことE

惨鱒筏開1fI"'I01l8日 同日 "臼午前 0.' 所天

原 弘

|IJCI品問ニス
俊男女夫蝿賀 子 叫 以 上 川 棚.

1ω歳以上の酎ペア合前年舗が叫上?叩

泊以上師団情に印刷."~:tT.

〈小掌筏轟学年テニススタ M 倣.形式での循"'

ゲーム(定貝"人)

明 剛司ド嶋9桝.爾来...
I 廿イヲリング

{奈良 ドリームランド入口}

制ド " ムラバ入口から祐輔判で恥加を

.旬，す.，事，りゅ〈枚の白"H瀦喫)てみ，せんか.

小学3年4:以上なら"れでも嘗加できます..当 水

筒"各自縛惨.倉温者ほ.，・.会楊へ圃

惨幽発時間一 午前1例恥刻文中止.

I竺 川ミントン
{商慣生涯スポーYセンター体育館}l・

〈婦人クラブ対銃 (>0日>> ，チーム3グプルス"

人}プロ F ク別トナメ〆晴醐3 1f-*~貨の初心

材。ご限旬ます.

〈小学隼チーム糊男子女子何回>>け -.，人

の'̂ "グルス 1ダプルλ図体トーナメント{単 砲

を場ねることはできまぜん， .スポーッタ写園 学校

子ども会などの単位で・"'たチーム(同-，位での

岬 2チーム叫

〈湿盆タプルス (>0日>>穂子夫.男女のペずで

あれば，備を.'まぜん

.嶋践闘鈎 '"月8日 '"日午前9時 ..

Iちびっこ冊 目
(奈良';，--::;]ノ!J..IE祖咽まか，..  

小学問射でスポーツ少年団子齢町内など

の単位. ，チーム 10-20人.プロック別のト ーナメン

トJ信式<Aプロ 7 ク，，.年生，含む.，プロ 7 クは5
H 以下}・刊 "日間r同月円相会...鰻U珊納 午前e・iJ.'1爾横行.

I水泳 E 
(怒 らやま屋内温水プ ル，

咽目 ""風下リレー団ゆOrn刷醐堅実技(穂子

SQm)J)夫錫 "レ (初防"rn阿n・U枝{子ども

25m)⑤a日んぷ永 .鍵後..子 "m瓜"分間"レ

(fHU;， 5(lm)⑦玉入れ鍵1頃t紅白). 

惨対. 市在住在鋤の 保穫.，幼格闘兇 小学生

'00人. ..阪鉄2種目 ぽ入れを0"以内 a日直俊

会鳩へ.

砂鱒篠開繍…，・・9・，

II:J心身障害者・航れあしなポーツ圃
{サンアピリティーズ奈~

-実2・司自 '""，ま⑤川ドミ J トJ

'鑓銀関鎗…午後 E防学.

111想ふ公型型
'・閉会醐析の節...JIl化2.;tJ::lIi*翻，(.'1時 入

門太領事初.太鱗撃

時給…午前向』岬.献 N
O倉皇制当日会喝、

1・2聞申し込み】
9111・目まで6位機氏名年齢電晴香号{屯ア網修

で.'rn・合Uチーム匁 監督包 "パー想史 ".η.命

岬閥幹"輔氏名"目標.'u-.，、て醐
酬間内 副市油商ー了1]1 -1 時 11 1 1 1 
、肺"往復，a'~"' . ゲー トポー川市グ- HIー岨
岬輔の中.<さん円曲-"刊J川町】 60 2)、

U~l!j ' I附



.市 民スポー ツのつどい

Q'~，oej 

← 市民スポーツのつどい
I一面市ーツ山一ッ7AI-

(渇 ノ池ta上餓彼喝)

気催。ご楽しめます.，当日直縛会場へ.

〈グランドコルフ〉 二r，，" 7~7 レム〆ンしたスポーアで

ホールイ〆するまでの打数を鏡、ます. ，.ーム'"

-，人.

〈ターゲツトバードゴルフ〉 羽制限付きポールをゴルフ

クラプで打つミ ιゴルヲ?寸@何人?もe加?きます.

〈ベタンク〉 目標の辺容に金属寝のボ ルを役げ合い

より近づげる」とにより得点を緩います.<+ ムは

J-'人.

〈スポーツテス ト〉舗展カ 背信カ ジグザグド.，プル

などで制 時定u:-t.
"阻醐 午前1構.献叫.

2 ジヨギンヅ
{渇 ノ池陸上嶋鋒渇ジ ョギングコース}

マイペース?走り ましょろ.コースは 3，"" 6 ''''' 

.細.tll当日直後会栂へ.

惨嶋隣同納…午前1械も小爾決行.

3 オリ工ンテ-'Jンヅ
{平幡宮揚葎昼前スター 卜}

岨上l示きれたコントロ -H 指定された略町内

にでiきる f!lt多〈鎗見通過し その得点を鈍うもの

です.上・中録初.の， "ースで初心者も気匿

に多加できます.コンパスほ貸し出しますが帽子

タオル .ポールパ 〆 ，特診して U! ~ぃ.

開院し込みにほ笹磁の有"をE入のこと.当"'・掴も.

'聞緩開始 午前1例噂.小補決行.

|4 バレーボール

〈一般の0' 織慣 習・0体育館()

H岡崎山で編成されたチーム9人刷出

開地械を往の夜婚また li2，，"~'i_t 男性"問地娘。在

包在勤き3人ι勾の現女混合チム色する 明性は l

-J人"胴尚治).f~~ごし軒一川町 コー州

量乎と して.泊する渇合 主 市在住在舗であること.

<，j>.!J些生の信(二名時嚇司鴎()

1予俊2チーム ，で..人制男女馴.

〈ミ=ソヲトバレーボール@聞〈二名小修育館()

" I錨凶

小学生を対象止し 1チーム，-.人.

岨軸..午Ol'10Jt.(一般は" )

5 卓球 . 
{中央続二体育館

~錘に.却して〈だきい. 当日曾加も可.

，.j噌町生@侮〉 プロヲタ .， グとト ナメン ト.

〈ダブルス咽>1:' '" It<"ア叫酬でき，す. ，酬

の.'ま‘貝時()パートナ-0.い人Ii!当日会地

で見つけて診.町.

〈ラージポール刷〉 初崎や高齢者のため 人，ぃ

ピン球を鎖。史観筏です'"校の本繁古都民HIo<)

崎袋網鏑…午前"持.

1乎←ム;-， 人で書館して〈犯さい.隊合方法は

醐 チ ー ム 紅よって品

・鍵銀凋.…£予備'"・..爾英中止.

7 剣道・柔道・芯ぎなた . 
ゆ突。央第三武道‘健健4鳴宵~

クラプ岡修ごと仁.し込んで〈ださい. な ~f.tた

は当目直縛金渇へ.

.阻 開 始 ー午前'"鴫

.克弓醐，
初めででも気艇に参加して〈ださい.iF.しい緩衝を

揃満します.当日直後会栂へ巳

砂髄2査開始 午前川崎 れ個師酎行.

|日ソフトポル . 
{楢木平縄第一 平織第二羽措寝間岱111

成年男子 成与女子?編成きれたチーム 1チーム

"人以内で2総合を行います〈男..成Ue.，f句会的.

・岨鶴岡鎗 午前8時。周天中止.

11 ミヱサッ力一
(二名C伊東鐙鍵ケ巨j遭動渇)

d世、時1軸め男女でスポーツ岬問糊

学級 町内会"の単位でφッカーをLでいるチーム.

呼1写生の臨時日師会'-.小学生の耐I¥I1..>'>.I<

「、

《ド
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市復席。34-1111何 千630 ニ縁決泊町一T自，-，・ぉ知5tt

腕がん検~ 倍額住民織惨

伽岨
脚 川即日掴Vt"f't.

.四品...ん仁左目C闘の l

.，占の“"と予.，れ2す

.，: 111:1<1."ん 随時"..剛健

C. ..酬岬めまι，，-・ce.cζ吋 1 哨 叫 L

.A<制帽<> ・岡 山1/""'1'
，.問調・n・..援積金実亀め"11'It

.叩(…} 晴 嵐j，t. 
~II'I III・住民鶴券.111..1:1"・"の

... 1"'1..込h・6蜘し."

.幽叩
酬の町田，.，付 制 叫 脚e

.. ， 肘 幽Lf-r. 

Mltl.l臨時輔吋暗俳叫

叫叫叶恥帥・~t:.". t叫ん

開企叫枇 E置の師同時111t.. 

"・."と日"'.1 ・同 叶崎山

の人{岬生副生 a問団 " .

" .同 ~酬 H 崎川U げ

d・・1;11"" ~ 金具"旬"'，'..(1ら

.た"で."られます.

岬し嗣r肌 AUMIl住民帽と.

田村内H阿H 叫輔副副'"

か5だの悩みよる.. 繍骸

臥削船 A"-<IlA..剛

岡田川 ・i"'''~6Altご柵〈

"'善、 .匝・ιよる・11111......"t， tl t 

3肖 費 者

曾祖 1 '1:"f.・H 備 し はす.

' è.…刊."ω~n.1 附寸時 ，
ととろ…市開削セシタ 附....01(1

.以上川とそのH ・・b帥ー 醐

で岡4ヒ>ト、

a*リウマチ友@会奈良支/1

."属医・調演縮島大会
円叶で笹んれもM陶"~，・H

，.・6こ..奮す.

~ c l! "'9 J1 17帥市，.、岬 H

Zろー・位会信組・・..匂"，- (・.，智大

久保町 旬。7・"⑨o1 1 I 1 ・・
醐 …桝 悼 し幽碍...輔

、《札川同支""小怖さん{時 ，

0・，，-、.

筋餐錨症の無関繊It

市川町4 ・・..... 
旬'"符、室、，

• cl!'"刊 l鋼軒嶋崎...， .0/:こ

ろ 園1l'.....~野宮町・..随ヂイ'"・ t乞
条一γ也 .."一愉・に足。.，.，，}Jff

・E下して杭 L つのれ，...r<叫哨肉

何軒れ岬酢醐岡晴.祖

師時."削哨嗣い刊の酬

の"'"A <>-r"l:'1・H 制措酎刷

n'6A 'J"-今村岡・ .."'.!:'

U断 片 噛 一回酬酎輔の

品 川 し晶一刊mu"l:'/.!.固で

脅迫命"さん"・・・・."巳"0743

S⑦‘。'"ヘ.

自の 健康 舗働 日

同制削刷ヰ令。圃.11". 

山 "'911InlAA-.2・-，・ H
日 開同月叫H け-，闘

岡町帽町 叫 7・・ 2e、85021 • 
町 一回

大 学

..知凪、使・・4車問・ ..，刷附する拡律令どをテ マ

6同..す.

!開 園1勾借金 2時<-，・・. 1 1l 19 lJ l~'l後:時 ‘"・

91129日 311 1日は句峰，.阜、3崎学.

111: .1 J!I在住を・で厭阿&して令u・..で会る人

"・A.(l f!19f!1)7.-"叫肱醐人 事・

LますJ

，.し込illu倉."健所氏名隼・・・翫雷管盆・いて

9RI4日{ヲ .-，ム1.11"5 U)撃でに市律

問時薗工労政震へ.多い地合U/tiL
調際会渇へ"電車 パス，ご利'"U! J!'い.

rftlOlI!績に対す る

と理解と と旬自力 を』
『闘の町JIlHI9目臥「融制聞，"刊“1-:11'"''I・町す

.・Afl'IIt.1ヒ""まず..，ヲ"の
闘 や M 酬 叫 同 府 惜して

〈尼:!-.'. 

"竺舗':n(11・・3で. 受.で，

.医・・..‘肉'"t" *"!Iこ"τぃS
す.

休日 夜間の愈病惨療

・同一一ィn.m時樗.~I 2 2・}

一…-一件'.0岡田字削・・4ト岡本.

・.. ， 崎 州 事、醐 5略奪、-一一一刊保健-1:" ，肉 ・'331・・1・-

貯 休日銭目午飾..字-"'.3崎弘

"“="[11 
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鳴しん'"'刺ヲクわ肝 畑酎

個別J信夫で行もます被橿係金U偲斜です.

・惜明・t648R!ottl-"l子(通知

.金制州軒・..・修7月""闘

の生H 岬(川崎肺同州み)

で・・E渇回 調 7j16，併用書での予(えとだ

L 令書でに麻しんの予防接担を受"た子

事"にかかった子"受けられまぜん}

暗 闇調7・6州"t"(8・a
a崎町醐叫目何時" ・ 酬

を彊ゆるに惨…敵翁の子仁ば通知・u益旬

.すので.1ll.Nれて問屋叩』

行.， ，安値目を予鈎し予.寓をもらって〈

t:'. ~ 0'.予約且に11.;11姐・と予...fI.I

子同時時打刊抑制醐m

よ〈わかる人が同行してく良さ"'，

醐.内陸と.11'られまぜん同 8 

周凶因岬岨沼会ど醐.の届帥』

人11.llf師駐軍t ・して"望書>，

獅この予防..は生息たワタチ〆を..

"すので 7叫日ごろ1・日刊る

ーと州町 H 醐円た旬 !{IO付

ること尚同開同町酬畑山

掴し眠時げてくだき".<叫'"

市酬融h

和康人鋼ともいH 帽しょ う窪田

いて'"'U....同行臨時限Lてみま

ぜんか.

砂珊 1刷よ0'。人 同 し帥…盆

創刊師同柑醐H

r・コァ.童， .望と・いで~ J!..8 まで

に帥で間耐・"'~f ー (ニ耐剛

一了目"岬}へ 4・い尉"帽 . 

所信市復所健・.ンタ-"か附聞は午後

'"字、‘"
" 月

ディスポーザーの使用は自粛してください 1
ディスポーザーとは 台所の主主ごみ*細か〈悌』で 水<':-.，返す慢健です.一見便利なものですが野菜〈ずや魚
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